












1213

す
べ
て
の
個
人
に
最
低
生
活
保
障（
＝
ベ
ー
シ
ッ
ク･
イ
ン
カ
ム･

BI
）を
支
給
し
、

「
年
金
」と「
生
活
保
護
」の
抜
本
的
な
統
合
を
図
る
中
で
、

役
所
の
裁
量
行
政
の
ム
ダ
を
省
き
、

地
域
に
根
差
し
、向
上
心
に
溢
れ
る
日
本
の
中
流
家
庭
を
共
創
し
ま
す
。

「
最
低
生
活
保
障
」（ベ
ー
シ
ッ
ク・イ
ン
カ
ム・
BI
）の
導
入

北
欧
諸
国
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
ベ
ー
シ
ッ
ク･

イ
ン
カ
ム
は
、

生
活
に
必
要
な
最
低
限
の
費
用
を
、

す
べ
て
の
個
人
に
無
条
件
で
支
給
す
る
画
期
的
な
制
度
で
す
。（コ
ラ
ム
参
照
）

ベーシック・インカム
という考え方

社会保障制度が前提としていた「労働」と「家族」の形態は、
変容しています。雇用の不安定化と非正規化が進行すると
同時に、「男性稼ぎ手モデル」の専業主婦型家族が「標準家族」
とは最早、規定し得ない社会状況が到来しているのです。
ベーシック･インカム構想とは実は、大きな政府論とは対極に
位置します。個人所得税制に於ける所得控除は不要となり、
税制と社会保障制度の統合が実現し、社会保険料の徴収や
記録に関わっていた役所と経費、福祉給付で不可欠だった
選別主義的な資力調査に投じる経費も不要となります。
経営の観点に立っても、仮に月額 20 万円の給与を支給す
る為に、企業も社会も総額 30 万円のコストを投じていると
したなら、無条件に 20 万円を所得保障した方が、個人に
立脚した中福祉・低負担の効率的な社会を実現可能としま
す。脱・福祉の切り捨て、脱・行政の肥大化を同時に達成
し得るのです。

提案

1

5
北欧型社会保障実現
への具体的道程

①���乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
毎
月
一
定
の
金
額

を
一
律
に
、
一
人
ひ
と
り
に
配
当
す
る
。

②���現
行
の
社
会
保
障
給
付
（
保
険
、
手
当
、
扶
助
）

に
於
け
る
、
現
金
給
付
部
分（
年
金
、
生
活
保
護
、

失
業
保
険
等
）に
関
し
て
抜
本
的
な
統
合
を
図
る

と
共
に
、
障
害
者
、
母
子
・
父
子
家
庭
に
は
積
極

的
加
算
を
実
施
す
る
。

③���年
金
受
給
資
格
者
に
は
、
既
に
��
年
前
か
ら
新

党
日
本
が
提
唱
す
る
、
毎
月
の
積
立
実
績
と
将

来
の
支
給
金
額
を
明
確
に
印
字
す
る
年
金
通

帳
を
導
入
し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
の
積
立
金
額
、

積
立
期
間
に
応
じ
て
年
金
支
給
総
額
を
明
示
し
、

そ
の
総
額
を
保
証
す
る
と
共
に
、
一
括
給
付
か

毎
月
の
�#�*
へ
の
上
乗
せ
か
、
選
択
制
と
す
る
。

④���裁
量
行
政
の
象
徴
的
存
在
の
社
会
保
険
庁
、
各

自
治
体
の
福
祉
事
務
所
は
役
割
を
終
え
る
為
、

順
次
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

ワ
ー
カ
ー
ズ・コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の
育
成

協
働
出
資・協
働
経
営・協
働
労
働
に
よ
る
公
正
な
職
場
の
創
出
こ
そ
、

脱・モ
ダ
ン
タ
イ
ム
ス
な
人
間
ら
し
い

地
域
社
会
の
再
生
へ
と
繋
が
り
ま
す
。

	

「
協
働
労
働
の
協
同
組
合
」の
法
制
化
を
実
現
す
る
。

提案

4

デD
e

c
e

n
t

 
W

o
r

k

ィ
ー
セ
ン
ト・ワ
ー
ク
の
確
立

画
一
的
な
最
低
賃
金
を
改
め
、生
活
保
護
を
上
回
る
、

業
種
別・地
域
別
の
き
め
細
か
な
最
低
賃
金
を
策
定
し
、

働
き
甲
斐
を
感
じ
ら
れ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
＝
デ
ィ
ー
セ
ン
ト・

ワ
ー
ク
に
携
わ
る“
一
億
総
中
流
社
会
〟を
共
創
し
ま
す
。

提案

5

①	�予
算
的
に
も
欧
米
と
比
較
し
て
遙
か
に
手
薄
な

各
種
の
職
業
訓
練
制
度
を
充
実
す
る
。

②	�日
本
が
誇
る
モ
ノ
作
り
の
現
場
の
み
な
ら
ず
、

人
が
人
の
為
に
尽
く
す
福
祉
・
医
療
・
教
育
・
介

護
・
観
光
の
分
野
で
も
、「
匠
」
の
技
術
と
精
神

を
次
世
代
へ
伝
承
す
る
。

③	�「
信
州
き
こ
り
講
座
」に
象
徴
さ
れ
る
新
・三
業
革

命
の
担
い
手
を
育
成
す
る
職
業
訓
練
に
国
家
的

規
模
で
取
り
組
み
、
旧
来
型
公
共
事
業
依
存
体

質
か
ら
の
地
域
に
於
け
る
構
造
転
換
を
図
る
。

「
い
つ
で
も・
ど
こ
で
も・だ
れ
も
が
」

参
加
す
る
意
欲
と
機
会
を
持
て
る
社
会
を
！

Declaration 2009

シミュレーション「ベーシック・インカム（BI）」

乳幼児から高齢者まで、1人月額 5 万円のベーシック･インカ
ムを保証した場合は、以下の所得となります。現状の基礎控
除と医療保険の徴収は相殺してあります。

��ケース １�����å	) ������ �ª���y��
��H���w	Ô�ù
● 最低生活保障（BI）
　４人×５万円×12 か月＝ 240 万円（非課税）
● 家計所得
	 200 万円× 0.9 ＝ 180 万円（所得税 10％）
		  計	4 20 万円

 ケース2  �å	) ������ �ª���y��
��H���w	Ô�ù
● 最低生活保障（BI）
　3 人× 5 万円×12 か月＝ 180 万円（非課税）
● 家計所得
	45 0 万円× 0.8 ＝ 360 万円（所得税 20％）
		  計	54 0 万円
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天
変
地
異
等
の
困
難
に
直
面
し
た
地
域
へ
真
っ
先
に
駆
け
付
け
る

国
際
救
助
隊「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
隊
」を
創
設
。

東
西
南
北
に
ア
メ
リ
カ
、中
国・ア
ジ
ア
、オ
セ
ア
ニ
ア
、

ロ
シ
ア
が
位
置
す
る
日
本
の“
交
差
点
外
交
”を
確
立
し
ま
す
。

国
際
救
助
隊「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
隊
」（仮
称
）を
創
設
し
ま
す
。

外
交
文
書
公
開
の
原
則
を
法
制
化
し
ま
す
。

提案

1
提案

2

6
信じられる日本の
外交・安全保障政策

各
種
国
際
機
関
で
貢
献
す
る
職
員
の
養
成
学
校
を
新
設
し
、

日
本
で
の
生
活
体
験
を
有
す
る
国
際
公
務
員
の
活
躍
を
促
進
し
ま
す
。

提案

3

ド
ル
、ユ
ー
ロ
に
続
く“
第
三
の
通
貨
”誕
生
に
向
け
て
、

目
覚
ま
し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
続
け
る

「
B
R
I
C'

s
」4
カ
国
と
の
具
体
的
協
議
を
開
始
し
ま
す
。　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

B
R
I
C'

s 

＝
ブ
ラ
ジ
ル・ロ
シ
ア・イ
ン
ド・中
国

提案

4

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
倣な

ら

い
、日
本
主
導
で
統
一
漢
字
体
を
確
立
し
、緩

や
か
な
ア
ジ
ア
の
連
帯
を
文
字
か
ら
進
め
ま
す
。

提案

5

サンダーバード

21 世紀を舞台に、1965 年にイギリスで放映され
た、精巧な糸操り人形を用いた特殊撮影 TV 番組。
世界各地で発生した事故や災害で危機に瀕した人々
を救出すべく、ハイテクの粋を集めた各種機材を
搭載したサンダーバード機で、国際救助隊（IR：
International Rescue）が、いち早く駆け付ける物語。
日本でも 1966 年に NHK が放送を開始するや、子
供番組の枠を超えて一種の社会現象となる程、人気
を博した。

2
0
5
0
年
迄
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
半
減
を
地
球
規
模
で

実
現
す
べ
く
、世
界
の
3
割
の
排
出
量
を
占
め
る
中
国
、イ
ン
ド
と

日
本
の
3
国
に
よ
る
数
値
目
標
を
設
定
し
ま
す
。

提案

6

ア
メ
リ
カ
、中
国・ア
ジ
ア
、オ
セ
ア
ニ
ア
、ロ
シ
ア
と
の“
交
差
点
外
交
”

を
展
開
し
、経
済
、ヒ
ト
、モ
ノ
、マ
ネ
ー
、文
化
等
の
多
分
野
で
、

中
継
拠
点
と
し
て
の
日
本
の
持
続
的
成
熟
を
戦
略
的
に
構
築
し
ま
す
。

提案

7
�

地
震
・
津
波
等
の
天
変
地
異
、
内
戦
や
飢
餓
に
直
面

し
た
地
球
上
の
各
地
へ
い
ち
早
く
駆
け
付
け
、
救
助

活
動
や
医
療
支
援
、
住
宅
再
建
等
を
実
施
す
る
「
サ

ン
ダ
ー
バ
ー
ド
隊
」（
仮
称
）
へ
と
自
衛
隊
を
改
組
す

べ
く
、
具
体
的
検
討
を
開
始
す
る
。
医
師
の
中
村

哲
氏
が
代
表
を
務
め
る「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」が
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
実
践
す
る
医
療
事
業
、

水
源
確
保
事
業
、
農
業
計
画
活
動
こ
そ
は
、
世
界
唯

一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
に
相
応
し
き
、
ま
さ
し
く

世
の
中
を
治
め
、
民
の
苦
し
み
を
救
う「
経
世
済
民
」

的
な
国
際
援
助
の
在
り
方
。

�

あ
ら
ゆ
る
外
交
文
書
に
保
存
義
務
を
課
し
、
毀
棄

行
為
に
対
す
る
厳
格
な
罰
則
規
定
を
設
け
る
。
ア
メ

リ
カ
並
み
に
15
年
経
過
後
に
は
一
般
公
開
す
る
。

�

国
際
機
関
に
勤
務
す
る
ア
ジ
ア
出
身
者
を
養

成
し
、
国
際
連
合
分
担
金
に
見
合
っ
た
日
本

の
存
在
感
を
高
め
る
。

「
出
来
る
事
を・出
来
る
場
所
で・

出
来
る
人
が・出
来
る
限
り
貢
献
す
る
」社
会
を
！
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スマトラ沖地震（2004.12）「写真提供：ロイター＝共同」



言
宣
党
結
本
日
党
新失

敗
を
恐
れ
て
い
た
ら
、

新
し
い
提
案
な
ど
生
み
出
せ
は
し
な
い
。

古
い
観
念
に
捕
ら
れ
て
い
た
ら
、

新
し
い「
日
本
」な
ど
創
り
出
せ
は
し
な
い
。

他
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
本
気
で
や
る
。

ど
ん
ど
ん
や
る
。

合
い
言
葉
は
、信
じ
ら
れ
る
日
本
へ
。

常
識
を
ひ

く
り
返
す
こ
と
に
こ
そ
、夢
が
あ
る
。

み
ん
な
の「
日
本
」が
動
き
出
す
！

さ
あ
、信
じ
ら
れ
る
日
本
へ
。　
（
2
0
0
5
.
8
.
2
2
）

比例は田中康夫の「新党日本」へ
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